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はじめに

ヤスパースは、包括者の思想を哲学の根本思想と呼ぶ。（1）『実存哲学』（“Existenzph

ilosophi”,1938) (2)においては、「そのつど我々にとって存在であるものが我々にその内

で出会うところの、包括者の最も広い空間という意味における存在へ問」（註（2）32頁）を提起

する。そこでは、包括者とは、「存在そのもの」で「名乗り出るもの」であり、「決して

対象とはならないもの」であると同時に、「すべての事物が、・・・・・見える通りのも

のであるばかりでなく、・・・透明のままでありうるところのもの」とされている。34-35頁）

これはいかなることを表してい るのであろうか。包括者の存在とは、私たちにとって何

を意味するのか。本稿は、私たちの現実と包括者の存在との関連を捉えながら（3）、ヤスパー

スにおける哲学的論理について考察する。

1　 包括者の諸様態
『実存哲学』では「私であり、また我々であるところの包括者は意識一般（思惟する意識）」、

「存在そのものが現象するところの包括者は世界」、「現存［現存在：以下この語を使用

する］（意識が担われている）」、また「現実的に精神として・・・これの諸々の観念的

総体性の中へ、意識により思惟されたもの、並びに現存在として現実的なものがすべて収

容されうる」としている。（38-39頁）包括者は、私たちである現存在、意識一般、精神、私た

ちにとって対象となるものとしての世界という内在を包摂しているものである。そして、実際

には「内在からの飛躍」、すなわち「世界から神性への飛躍と、意識された精神の現存在から

実存への飛躍」が人間によって遂行される（39頁）のである。（4）

包括者の諸様態は、『実存哲学』に先立つ『理性と実存』（“Vernunft und Existenz”,

1935)  (5) に お い て 思 索 さ れ は じ め た も の で あ る が
、
こ こ で は 「 哲 学 的 根 本 知 も し く は 包 越 者

［ 本 稿 は 包 括 者 の 語 を 使 用 す る ］ の 諸 様 態 の 哲 学 」 （ 『 哲 学 と は 何 か 』
（6 ）
所 収 ） に よ る 概 括

を も と に 考 察 し て い く
。

(1)この世に存在していることの根本経験
私は、私の環境界に現存在している。私は思惟しながら存在している。私によって産出

される世界である想像力の世界が生じるが、その場合の私は精神である。これら三つの

根源からなる全体が世界である。私は私の自由を自覚しており、この自由において可能的実

存として私に到来する・・・（略）　・・・　自由をもっている私を私に贈与するような力が。

つまり超越者が確信されてくる。（註（6）284頁）
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こ のよ うな根本 経験 は、 「私は私 自身 に よっ て 存在す るので はなく 、 自分で 自分 を創 造

した わけで はない のであ る」 （同 上） とい う、 ヤスパ ース の主 著『哲 学』 （全3 巻） にお

ける実存 の＜歴史性 ＞（7）を表す ものであ る。そし て、 「包 括者 に関す る根本知 を確認 する こ

とは、　・・・・・根本経験の形式」であって「実際に各人の内面で充実される」ことがな

ければ、根本経験は現実のものとならないのである。（同285頁）

以下に包括者 の諸 様態を示 す。

現存在：世界の中での生体験として、現実的実在である。衝迫、衝動、欲求であって、

幸福を欲し、幸福を獲得しようとする戦いの不安定状態におかれている。

意識一般：体験的現実的な意識のなかの、万人に共通の意識である。普遍的なものと普

遍妥当的なものとを対象的に捉える一なる主観性である。他のあらゆる人の代

理しうるような自我点である。知的理解の機能（思惟可能性一般という形式）

として、われわれが構成したものである。人間の意識はその根源を言語と共有

しており、言語と結びあったものである。

精　神：はたらきの主体は想像力である。もろもろの形象を構想し意味豊かな世界の諸

形態を作品として現実化する。秩序づけ限界づけ基準づけるはたらきをするよ

うな総括的全体者の力（完結したものとする）である。包括的な現実態一芸術

作品と詩（閉鎖的になった無限なるもの）、職業や国家の建設や諸科学（無限

に前進する開かれたもの）、この全体的なものは理念（8）と呼ばれる。
実　 存 ： 自 己 存 在 の 根 拠 、 そ こ か ら 私 が 私 に 立 ち 現 わ れ て く る 秘 匿 さ れ た 根 拠 。 お の れ

を 産 み 出 し て ゆ く 自 由 、 私 が 私 自 身 で あ る こ と が で き 他 の 自 己 と と も に 交 わ り

の な か で 私 自 身 に な る こ と が で き る と い う こ と を 可 能 的 実 存 と 呼 ぶ 。 客 体 と は

な り え ず 、 科 学 の 対 象 と は な り え な い 。 事 実 上 か く あ る と い う あ り 方 の 存 在 で

あ る の で は な く 、 存 在 可 能 で あ る 。 （ 私 は 自 分 を 所 有 し て い る の で は な く 、 私

は 私 へ と 到 達 す る の で あ る 。 ） 実 存 と し て の 私 は 、 存 在 す る か 否 か と い う 選 択

を 決 断 す る 真 剣 さ の う ち に の み 存 在 す る 。

世界と超越者：存在それ自身である包括者、われわれのあり方によって包摂されている

包括者である。われわれを産み出すものである。世界そのものは知の対象では

なく、研究のための課題としての理念である。超越者はすべての包括者の包括

者である他者である。

これら根本経験の諸様態は、私たちの現実的経験として捉えなくてはならない。ヤスパ

ースの言う内面の充実とは、経験による内面の充実であり、それは私たちの存在経験(9)であ

ると考える。

まず、現存在が現実的存在として生体験するということは、私たちが身体的に発達する

こと、その結果としての様々な行動・態度を指している。そこに見られる衝動や欲求は、

＜情動的発達＞(10)により喜・怒・哀・楽の感情表出となっているのである。身体反応として

表出される快・不快の情動から発達したもので感覚的なものである。同時に言語が発生し

てきて事物について理解し、会話ができるようになっていく。共通意識としての主観性の

枠組み( 自我点) である自我が、はっきりしてくるのである。

意識一般は、私たちの知的理解の機能である思惟可能性で、認知能力を指している。さ

らに、言語による想像力が発現し、自我は現実と想像を同一視することがあるが、これは、
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具体的な思考であって抽象的思考へと発達していくものである。ここにはすでに精神機能

が存在しており、私たちは身体的発達にともない感情的生活から精神的生活へと成長して

いくのである。

観念的総体性として精神は、想像力により意味豊かな諸形態を創造する全体的な力であ

り、秩序づけ基準づけて社会や文化を創り出しているものである。社会の秩序や基準は、

多くのものが限界づけられた禁止の体制で成り立っている。そのため、親や大人から話し

てもらって行為の意図を知ったり、仲間の言動に影響されたりするなかで他人の意図が違

うことを見つけたりと、他者とのふれあいから他者意識をもつことで私たちの自我意識は

確立していくといえる。この点で私たち（人間）は社会的存在である。

ヤスパースは、『哲学』（Ⅱ実存開明）（11）において「自我諸相Ichaspekte」として、自己

意識 の 「事実的 なも のとし ての ・　　・　　・　　・　　・ 対象化 （私 の 可能性 の 現実化 した 現象） 」 した

「自我図式Ichschemata 」を示 してい る。

a　 身体我：肉体的現存在（身体）として生命力との統一である。私は自らの生命を欲

する（愛する）。

b　 社会我：社会的現存在という社会的立場（権利・義務、役割）における歴史的な特

殊体、社会生活において私だとみなしているものである。社会生活は社会

的状態の変化と交際する人々の変化とに応じている。

C　 作業我：作業するものによって業績意識をもつ。成果や作品を相対的に私のものと

して承認する。

d　 回想我：私が体験したもの、私が見たもの、私が為し考えたもの、人が私に附与し

たもの、人に助けてもらったこと、これらすべてが回想のうちに、現在の

自我意識を規定している。しかし、私は過去からの解放を企てたり、過去

をそうでありたい図式に構成したりできる（現在から未来へ回想の意味と

意義を発展させたり萎縮させたり、本来の誠実さから意味を変更すること

もできるということ）。

これらの図式を社会的存在としての自我意識という視点でみると、自我は「社会我」と

「回想我」の相をもつといえる。私たちは身体我を基盤とした社会我をもつ現存在であり、

その内に精神的な業績我をもつのである。回想我は記憶によるもので、回想されるものと

して記憶には経験や知識などが保存されている。（12）

また、ヤスパースは「私がまた一つの『そのような存在』として与えられていることは

私の根源的経験の一つである」と性格について述べている。（註（11）56-57頁）「そのような存

在」とは 「すべての私の現象の根底にあるもの」として推論した私の存在一社会生活のう

ちで行為することにより現象する「私が私自身においてある存在」である。性格を所与態

として私の存在自体、「経験的に私の素質」（同80頁）と捉えるのである。私の素質は「私

の身体性」、つまり「身体の形態、その大いさ、力、運動様式」にしたがい「状況や病気

や性別や年齢などを通して経験する」（同47頁）ことのうちに現れる性向である。

自我意識は、こうした性格をもつ「相対的に固定した存在者」としての現存在に関わる

ことで「『私自身』と言いうる私の能動的意識」（同58-59頁）として確立するといえる。

つぎのように言われる。

「私はそれと争うことによって自由に意欲されたものに変化させ、そのうちで私自身を発
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展させ、それを私の責めとして引き受ける。」（同､81頁）これは「肉体的現存在を、・・・・・・・

耐えしのびかつ抑制しなくてはならない」という「自己意識の根本構造」（同49頁）、すな

わち「自我一般の構造」であり、「私がそのうちにある形式としての制約」（同45頁）を表

している。　しかし、まだ可能性として、私自身を確信するようになっていく途上にいるの

である。

こうして自我意識は、「客観的となった自我存立に対して私自身が・・・同時に自由と

して存続する」という「対象的となった私から自由としての私への飛躍」(同59頁）により、

自己存在の根拠である実存（本来的自己存在）を確信することになるのである。

(2) 根源を異にしたものの賭関係

ヤスパースは「すべての様態相互の関係と互いの相互貫徹めあり方は多層的な関係」であり、

「包括者の諸様態は、それら相互の緊張関係のなかでわれわれが事実上生きているような根本現

実」であると述べる。（註（6）297-298頁）1節での議論によれば、私たちの根本現実は以下のように

なるであろう。

生体験する現存在には、身体的発達にともない感情が表れ、言語の発達によって自我が現れる。

自我は意識一般とい う主観性の枠組みとして、そこに言語による思惟可能性としての認知能力が

発達する。同時に想像力 が生まれ、観念的総体性 としての精神機能が発達す る。 私たちは、社会

（家庭）や文化のなかで自我意識を確立させ、感情的・精神的生活をしているのである。

『真理について』（Von der wahrheit, 1947) (13)では、「第一部　包括者の存在　第三章　包括

者の諸様態の相互関係」において詳述 されている。

そこでは、「われわれは現存在と意識一般と精神であり、しかも共通の生成として・・・相互

に入り込んでこれら三者」であって、意識一般は「包括者の関節」、「探究可能になるところの

現存在」、「内実においてそれ自身透明であるような現実性であるところの精神」と言われる。

精神の透明であるような現実性とは、一般にいうところの心であろう。ヤスパースは、これら三

者を一つに結びつけているものは分離して「実在化」、「知性化」、「心霊化」されねばならな

いとし、知性と心は「現存在の生命性に結びつけられ」ており、「活動的な在り方のエネルギー」

という性質をもつとしている。現存在の「力と高まりゆく能力との感情」と表現される（271-272頁）

これらを自我意識は感受するのであるが、知性は現存在を対象として客観化する。「実在化」。

「心霊化」とは、対象として意識に「現象すること」（267-270頁）を表している。

意識一般という包括者は、そのなかに存在が現象するという意味で現存在と精神とを区分する

のである。それゆえ、「包括者の関節」と言われるのは、三者を結びつけているもの、われわれ

であるところの包括者そのものを指示することができるということであろう。指示するものは、

自我意識〈私〉である。「現実的であるものは、意識のなかでわれわれにとっての現象となる。」

「意識とは、主観と客観への分裂という根本現象である」とヤスパースは述べる。（註（6）266頁）そ

して、「現象の場となるようなものを、われわれは包括者と名づける」と言うのである。

自我意識というのは、対象を指示することで客観化し認知しており、そこに思考作用がはたら

いている一なる主観性である。ヤスパースは、「われわれ人間は、もろもろの対象を思念しなが

らその対象に対して意識をもつ」（同上）とする。自我意識〈私〉は思惟する私であり、思念

というのは内言（ヴィゴツキー）（14）による内部表現と捉えることができるであろう。

したがって、観念的総体性といわれる精神は、想像力によって形象を構想する内部表現である

といえる。内部表現という精神性（いわゆる心）は、私たちの全体的なものを示しており、存在
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が現象する場〈包括者〉となっている。それは、自我意識〈私〉の意思といってよいと思う。

自我意識は、また〈私〉の意思という思念するそのものを指示することができる。すなわち、

私自身であるところの自己存在を思惟することができるのである。ヤスパースは、「対象化する

ことは、それが己れ自身を思惟することができるという点に、　・　　・　　・　　・　　・　　・　　・思惟の実現のなか

でそれ自身の思惟に対して開顕せられるという点に、包括的な関連としてその特別のあり方をも

っている」（266頁）と叙述しているが、自己存在の根拠である実存を思惟するということは、可能

的実 存 のシェ ーマ （ザ ー ナー）（15）を確 認 す るこ とで あ る とい える。

しかし、つぎのようにも言う。「われわれがそれであるところの包括者のすべての様態

は、われわれの現存在のうちにとり入れられ」、「われわれは実存であると同時に現存在

であるが、・・・（略）・・・現存在からの分裂性のうちにありながら現存在のなかで己

れを現象へともたらし、また、この現存在を引き受けることにおいて現存在と一体となる」

（269・267頁）。ここで言われることは、現存在は世界の中で生体験しているから、存在するも

のが現存在に客観化されて現象しており、現存在へと現象し一体化した実存は、意識一般

に存在者（世界存在）として現象するということである。彼は「自らを現象へともたらす

こと」を実存する一実存的開示と呼んでいる（註（11））。

このように「自らに対して一現象することは、われわれ自身による能動的な遂行という」

(273頁)ことであるから、実存とは私自身である「自由としての私」を指す言葉（16）である。

ゆえに、自由への飛躍と言われることは、自我意識〈私〉が自由を自覚するということで

あろう。ヤスパースは、つぎのようにまとめる。「われわれが、そこにおいてまたそれに

よって現に存在するものが世界である。われわれが、そこにおいてまたそれによってわれ

われ自身であり自由であるところのものは、超越者である。」（220頁）

また、「われわれ自身が本来的にはそれであるところの包括者一実存と理性一は、両極

のように向かい合っている」と「理性」について述べる。「実存は理性の原動力であるし、

理性は実存の覚醒者である。」「一者へと・・・押し迫ることとして、理性は、一者と結

びあわされている実存そのものである。」（268頁）

ヤスパースの言わんとすることは、私たちは世界のうちに生きている経験的現存在とし

て、自己存在の自由を自覚したとき超越者（一者）を感得するということ、実存と一体化

している「理性」は超越者へと迫るものであるということである。では、「理性」はどの

ように捉えられているのかを見ていこう。

2　 われわれである包括者の紐帯としての理性

ヤスパースは、理性は「一者に至ろうとする意志」で「一切のものを結合する紐帯を見

いだすようにたえずわれわれを動かすもの」であり、「われわれ人間にあっては、包括者

のすべての様態の紐帯たる理性によって包括される」としている。（註（6）291頁）

「理性は、包括者のすべての様態のうちにあるものとして時間のなかで・・・生成」す

るのであるが、「現存している永遠なものという形で己れを見いだそうとする」。　したが

って、「理性の衝動」とか「理性の空間」などと言われ、「ここ理性の包括者の内には、

それに到達することが哲学的思考の課題であるような運動の空間がある」とされる。そこ

に「実体的なものは何もないような局面」なのである。（同292-294頁）ヤスパースは、理性と

いう永遠性の空間を求めることが哲学することであると考えているのである。
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『真理について』「第一部　第二章　包括者の諸様態の開明　C　 われわれの内なるす

べての包括者の様態の紐帯・理性」において叙述されるし（232ｰ250頁）、理性性は以下のようで

ある。

理 性 の 根 本 態 度 ：理 性 は 、 存 在 す る 一 切 と 存 在 し うる 一 切 と につ い て 制 限 の な い 聞 き と

る こ と。身 を 開 い て 自 ら を 関 係 させ る は た ら き（開 放 性 と 問 う可 能 性 ）。

＜全 体 的 な 交 わ り へ の 意 志 ＞

す べ て の諸 根 源 を 可 能 に す る こ と ： 諸 様 態 の 間 で 生 じ る よ う な 戦 い の

真 正 さ を 可 能 にす る 。、実 存 の真 理 を 可 能 に す る 。

理性の根本特徴：＜統一への意志＞

総括し回想し前進せしめる力：たえざる不満を表現する（限界のそれ

ぞれを踏み越える）。＜超克していき可能にしていく否定性＞

一者の引力の下で可能性の自由な空間へと進み入る。存在者の閉鎖的

内在からの飛躍を通じて現実的である。

包括者のすべての様態における思惟の優位：すべての限界をのりこえ、すべてに現前し

て要請する思惟である。

ここから分 かるヤ スパー スの考え る包 括者 の紐 帯 として の理性 とは、 「実存 の意志」で

ある。 とい うの は、自ら問い を発 し （総括 ・回想） 可能性 へ前 進し よ うとす る （開放 性）

こ とは、 ある志向性 を示 してい るからであ る。 そ れが一者 の 引力 、 「一者 に至ろ うとす る

意志 ＜統一 へ の意志 ＞」で あり、一 切の 存在を聞 き とろ うとす る＜交 わりへ の意志 ＞であ

る。 彼 は、 「解放 されてい て他者 に対して 開かれて あ り続 け るところ のそ のこと ［本 来的

存在］に関する知が、われわれの内面にやはりどれほど決定的に存在するかということ、

このことは、　・・・（略）・・・硬直化した固定性を排棄するための条件」( 242頁)であ

ると言 う。 私たち が一 者 （超 越者） を自覚す るこ とができ るか ど うか とい うこ とが、 存在

者 の閉鎖的 内在か らの飛躍 を可能にす る ので あり、 このこ とが、真 の不 満に対 する解 答で

あ ろ う。

そうならば、自我意識〈私〉の思惟は、一なる真理を問うことになる。実存の真理を可

能にするのである。『実存哲学』註（2）においてヤスパースは、「その出会う存在への通路

という意味における真理への問」のなかで「一なる真理への問」（67-72頁）を立てている。

彼は、真理は包括者の諸様態における真理意味であるとする。この諸様態の間で生じる

ような戦いというのは、「一つの真理意味を孤立化する」という一つの真理意味を絶対化

することによる真理の争いのことである。自我意識〈私〉が、一つの様態を優位としてい

るのである。このことは「意識することに閉じ籠らせようとする」、「我々の現実の根本状況

である」と表現されている。私たちがこの根本状況から一なる真理へと進むには、「包

括者の様態の統一を実現する諸々の極端な限界形態を直視する時」、時間現存在として全

体的な一つの「歴史的形態」に近づきうるとされる。「根源の真理である例外」と［包括

的真理である権威］（73-88頁）とである。

例外については、「あらゆる可能的実存に偏在するもの」で「歴史性そのものが例外で

あること・・・（略）・・・を内包しているからである。実存の真理は、一般者のすべて

の様態の形態を貫いていつも例外であるという性格をもっている。」と叙述する。したが

って、＜歴史性＞が実存の真理ということになる。
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権威は「私を担うものの充実、庇護するもの、そして慰撫するもの」であるが、「絶え

ざる緊張の内に、また緊張による運動の内にある」とされる。それは、固定と突破の間の

運動のうちにあり、「権威の内で自由になる」という自由との間の運動でもある。私たち

は、権威を「伝承しうる実質」をもった「畏敬」の対象として成熟する。「個別者は権威

の内から出て育つのである。」これが人間の学びの状態（教育）（17）であろう。こうして、自

我意識＜私＞が自由を自覚するとき、成熟した自立した人間と成ることができるのである。

自立した人間にとって、包括的真理である権威は「彼の内心においては、彼の自己存在を

通して語る超越者である」ことになる。ヤスパースは、「真の権威の本質」について叙述

している。(18)

このように例外と権威を前にして、自由への飛躍（突破）が為されることになるが、一

なる真理を問う自我意識＜私＞の思惟というのは、哲学する思惟であろう。「理性」と称

される実存の意志が思惟を為すのである。「哲学的真理の道ーは理性と称ばれる」（88頁）

とヤスパースは述べるが、哲学する思惟は、意識一般の思惟以上のものであることを表し

ている。よって「可能性の自由な空間」と言ってよく、閉鎖的内在から超越者へと＜結合

するものである＞（『真理について』第一部 第二章C　a ）と言えるのである。

筆者は、理性は実存という私自身の思念が、ヤスパースの言うところの一者（神性）を

目指す意志と考えるものであるが、彼は「理性の運動は・・思惟そのものを遂行しはしな

いのであって、・・・思惟の方が、理性の運動を前提としているのである」と哲学的思考

の課題であるというのである。（19）

哲学することについては、つぎのように考えている。　（31・32頁）

「それは現実の探求を内的行為としての思惟により遂行する」、「思惟が現実そのもの

の経験に成るところを目指して、思惟しながら押し進む・・・（略）・・・先駆し準備す

る思惟の途上に私は思惟より以上のものを経験する」、「この思惟の方法的な客観化が哲

学である」と。ここに見られるヤスパースの哲学することは、理性の運動であって『真理

について』（第一部 第二章C　i ）において、つぎのように述べられることである。

「哲学する途上で己れ自身の内で己れを開明しながら、理性は哲学的論理学を展開する。」

続く

註

（1）草薙正夫訳『哲学への道』以文社, 1980年，53頁．註(5) 307頁，註(6) 265頁

（2）鈴木三郎訳『実存哲学』〔ヤスパース選集I 〕理想社, 1972 年

（3）「もう少しこれらの諸相の内面的連関というか，これを特に私たち「人間の経験の諸

相」として捉え，この過程を「実存の現象学」として詳らかにする必要があると考え

ているo そうでないと，包括者論と我々の現実とがいっこうに重なり合ってこない。」

福井一光「論理と体験とーヤスパースの包括者論をめぐってー」，『理想第671号』

理想社, 2003 年，8頁。この見解を参考にしている。

（4）『哲学』Ⅲ巻において，超越の諸相が展開されている。「世界定位(Weltorientierung)

（第一巻）」「実存開明(Existenzerhellung) (第二巻）」「形而上学(Metaphysik)

（第三巻）」
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によるものなのである。」前掲、「論理と体験とーヤスパースの包括者論をめぐってー」、

13頁を参照した。

（10）波多野完治『子どもの発達心理』，第一章　発達の概念，参照

（11）小倉志祥・林田新二・渡辺二郎訳『哲学』中公クラシックスW66 中央公論新社，

46-55頁

(12) 澤 囗俊之『HQ 論：人間性の脳科学』，海鳴社, 2005 年, 287 頁。結晶性知能，参照

(13) 林田新二訳『真理について　1』〔ヤスパース選集31〕理想社, 1976 年

（14）「内言は，自分への言語である。外言は，他人への言語である。」「内言は，やはり言

語であり，コトバと結びついた思想である。」「思想の背後には情動的・意志的傾向が

ある。」ヴィゴツキー，柴田義松訳『思考と言語 下』明治図書, 1972 年，

第7章 思想とコトハ　三 内言と自己中心的言語，六 思想および意欲とコトバ，参照

(15) 「 実 存 開 明 は
、
範 疇 で は な く

、
し る し

、
指 標 で あ る 諸 概 念 に お い て

、
現 実 的 実 存 の

模 写 と い っ た も の に あ ら ざ る
、
単 に 思 惟 に お い て 構 成 さ れ た 《 実 存 》 で あ る と こ ろ の

可 能 的 実 存 の シ ェ ー マ を 考 え る の で あ る
。 」　　　 ハ

ン ス ・ ザ ー ナ ー 、 重 田 英 世 訳

『ヤスパース』　理想社,1973年,122頁

(16) 「 実 存 は 自 由 な く し て 存 在 し な い
。 ・ ・ ・ ・ ・

自 由 に お い て
、
実 存 は み ず か ら の 根 拠 を

もつ。」前掲、『ヤスパース』、127頁.以下参照

(17) 「 信 仰 さ れ た 権 威 は ま ず さ し 当 り
、
純 正 な

、
本 質 そ の も の に 的 中 す る 教 育 の 唯 一 の 源 泉

である。」前掲、『実存哲学』,79頁.「人間存在は単に遺伝によるだけでなく、む

しろ伝統によってはじめて存在する。」前掲,『理性と実存』,314頁

（18）「権威は歴史的現実における真理の統一の謎が形態化したものである。包括者のあらゆ

る様態に発する真理が世界内の権力と、・・・人間的位階－これらの真理を担い、また

この権力をもっところのーの高さと合同すること、これが真の権威の本質である。」

前掲,『実存哲学』,82頁。真の権威には、人格の陶冶が必要である。

(19)「理性とはなんであるかを遂行し、・・・それ故に知ることは、以前からかっまた

永久に、本来的に哲学的な課題である。」前掲,『実存哲学』,89頁
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